
広報おおむら  2011年2月号

第
五
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
改
革
を
！！

1 

健
全
な
財
政
運
営

　

市
の
財
政
健
全
化
の
基
本
方
針
で
あ
る
、「
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
、新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

も
的
確
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
財
政
構
造
」を
構
築
す

る
た
め
、収
支
均
衡
型
の
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

（1）
歳
入
確
保
策
の
主
な
取
り
組
み

◆
市
税
、住
宅
使
用
料
、保
育
料
な
ど
の
収
納
率
向
上

策
の
徹
底

◆
未
利
用
公
有
地
の
積
極
的
な
売
却
お
よ
び
有
償
貸

付
の
推
進

◆
使
用
料
の
４
年
毎
の
見
直
し

◆
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
育
成
の
強
化

◆
大
村
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
制
度
の
Ｐ
Ｒ
強
化

（2）
歳
出
削
減
策
の
主
な
取
り
組
み

◆
医
療
・
介
護
な
ど
の
予
防
対
策
強
化
に
よ
る
扶
助
費

　

の
抑
制

◆
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定

※

公
共
施
設
の
安
全
性
や
利
用
者
満
足
度
を
確
保
し
な
が
ら
、

計
画
的
な
施
設
の
更
新
、維
持
経
費
の
低
減
な
ど
、施
設
を

最
適
な
状
態
で
有
効
活
用
す
る
管
理
手
法

◆
定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制

3 

市
民
と
の
協
働
型
市
政
の
推
進

こ
れ
ま
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、行
政
が
主
体
と
な
っ

て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、多
種
多
様
化
す
る
地
域
の
諸
課

題
を
効
果
的
・
効
率
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
行
政
と
市
民
・
地
域
団
体
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

が
協
力
・
連
携
し
、自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
地
域

の
諸
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
自
治
基
本
条
例
の
検
討

◆
市
民
の
視
点
か
ら
事
業
提
案
を
行
う
制
度
の
導
入

◆
市
民
協
働
に
係
る
交
流
や
研
修
会
を
通
じ
て
の
担
い

　

手
の
育
成

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
銀
行
の
創
設

　

4 

組
織
力
・
職
員
力
の
向
上

　

更
な
る
組
織
力
・
職
員
力
の
向
上
を
図
り
、限
ら
れ

た
人
員
や
予
算
で
大
き
な
価
値
を
創
出
で
き
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、職
員
の「
や
る
気
」を
生
み
出
す
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（1）
組
織
力
の
向
上

◆
機
構
改
革
の
実
施

◆
横
断
的
な
人
材
活
用
を
可
能
と
す
る「
グ
ル
ー
プ

　

制
」の
全
課
導
入

◆
全
庁
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置

（2）
職
員
力
の
向
上
と
人
材
育
成

◆
全
職
員
を
対
象
と
し
た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

◆
Ｏ
Ｊ
Ｔ（
職
場
内
研
修
）機
能
の
強
化
と
年
齢
、職
位

　

に
応
じ
た
職
員
研
修
の
実
施

◆
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
の
更
な
る
向
上

 　

  

今
回
の
行
政
改
革
の
考
え
方
は
？

①
市
民
目
線
に
立
っ
た
創
意
工
夫
に
よ
り
、最
少
の
経

　

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
改
革

②
市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、地
域

　

の
諸
課
題
を
解
決
す
る
協
働
型
市
政
の
実
現

こ
れ
ら
2
つ
を
基
本
的
な
考
え
方
に
し
て
い
ま
す
。

 　

  

大
綱
は
ど
う
や
っ
て
作
っ
た
の
？

　

市
内
外
の
有
識
者
と
公
募
に
よ
る
市
民
14
人
で
構

成
す
る「
大
村
市
行
政
改
革
懇
話
会
」か
ら
の
提
言
を

尊
重
し
な
が
ら
、ま
た
、議
会
へ
の
説
明
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
を
経
て
策
定
し
ま
し
た
。

2 

行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
確
立

　

地
方
自
治
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
お
り
、行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
際
し
て
、地
方
自
治
体
は
、こ
れ
ま

で
の「
行
政
運
営
」か
ら
、コ
ス
ト
を
意
識
し
た
効
果
的
・

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
て
い
く
と
い
う
意

味
で
の「
行
政
経
営
」へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（1）
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充
実
強
化

◆
事
業
効
果
に
つ
い
て
の
評
価
・
検
証
の
徹
底

◆
市
民
目
線
に
立
っ
た
客
観
的
な
評
価
を
取
り
入
れ

　

る
た
め
、外
部
評
価
制
度
の
導
入
検
討

（2）
民
間
活
力
の
導
入

◆
更
な
る
民
間
委
託
の
推
進

・ 

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
コ
ス
ト
縮
減
の
視
点
か
ら
十

分
な
検
討
を
行
い
実
施
す
る
。

・ 

委
託
後
の
実
態
把
握
と
実
績
評
価
を
徹
底
す
る
。

（3）
電
子
自
治
体
の
推
進

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど
の
行
政
業
務
電
子
化
の
推
進

◆
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に
よ
る
集
約
化

（4）
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化

◆
水
道
事
業
、下
水
道
事
業
、病
院
事
業
、モ
ー
タ
ー

　

ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
更
な
る
経
営
健
全
化

◆
第
3
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化
や
経
営
の
在
り
方
の

　

再
点
検

第
五
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
の
4
つ
の
テ
ー
マ
と
主
な
取
り
組
み

 　

  

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革
の
成
果
は
？

　

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
を
計
画
期
間
と
し
た

「
第
四
次
行
政
改
革
」で
は
、市
財
政
の
健
全
化
を
最

優
先
課
題
と
し
ま
し
た
。平
成
21
年
度
ま
で
の
4
年
間

で
、5
年
間
の
目
標
で
あ
る
54
億
９
，０
６
７
万
円
を
上

回
る
64
億
６
，４
３
３
万
円
の
削
減
効
果
額
を
達
成
し
、

当
面
の
財
政
危
機
を
回
避
し
ま
し
た
。

　

    

こ
れ
か
ら
も
行
政
改
革
を
す
る

　

   

必
要
が
あ
る
の
？

　

景
気
低
迷
、少
子
高
齢
化
、国
が
推
進
す
る
地
域
主

権
改
革
な
ど
、市
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
を
続
け
、

対
応
す
べ
き
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、更
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、効
果

的
・
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

    

第
五
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
と
は
？

　

平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
行

政
改
革
の
基
本
項
目
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。今
後
、こ

の
大
綱
に
基
づ
き
実
施
計
画
書
を
策
定
し
、具
体
的
な

改
善
・
改
革
策
や
目
標
効
果
額
を
設
定
し
ま
す
。

※

最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を

こ
れ
か
ら
は

行
政
と
市
民
と
の

協
働
型
市
政
を

16
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地
域
主

権
改
革
な
ど
、市
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
を
続
け
、

対
応
す
べ
き
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、更
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、効
果

的
・
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

    

第
五
次
大
村
市
行
政
改
革
大
綱
と
は
？

　

平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
べ
き
行

政
改
革
の
基
本
項
目
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。今
後
、こ

の
大
綱
に
基
づ
き
実
施
計
画
書
を
策
定
し
、具
体
的
な

改
善
・
改
革
策
や
目
標
効
果
額
を
設
定
し
ま
す
。

※

最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を

こ
れ
か
ら
は

行
政
と
市
民
と
の

協
働
型
市
政
を
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